

























減していたが，平成 24年以降は年々増加し平成 28年度の不登校児童生徒の割合は小学校で 0.47%
























































































































バイザー 2名，学習支援員 3名（内 1名は特別支援教育支援員），自立相談員 4名，「スクールソー























































































































































































































































































































































































































































































A 町教育委員会  
 










































































　4） スクールソーシャルワーカーの配置形態には，① 派遣方式，② 巡回方式，③ 単独校配置方
式，④ 拠点校配置方式がある。
　5） 「スクールソーシャルワーカー活用事業」の対象は，公教育制度における義務教育課程にある
小学校児童及び中学校生徒，高等学校生徒（サポート校等を含む）を対象とするが，本研究
は義務教育課程の児童生徒への支援を対象とする。
　6） 東日本大震災の津波による甚大な被害をこうむった沿岸部と比較的被害の少なかった内陸部
の市町とでは，学校を含む地域の特性として「問題解決・対処能力の低下」が実感されるこ
とが，保護者等との面談を行った現任者スクールソーシャルワーカーの所感として聞かれる
（筆者自身の実感でもある）。
文　　　　　献
スクールソーシャルワーク評価支援研究所（2016）　所長 : 山野則子『すべての子どもたちを包括す
る支援システム　エビデンスに基づく実践推進自治体報告と学際的視点から考える』せせら
ぎ出版
田中尚（2013）　「スクールソーシャルワークの展開の今日的意義」岩手県立大学社会福祉学部紀要　
第 15巻，13-20
中田喜一（2017）　「スクール（学校）ソーシャルワーカーにおけるミクロ・メゾ・マクロレベルの
活動に関する現状と課題―スクールソーシャルワーカーの言説分析からの一考察―」神戸医
療福祉大学紀要　18（1），65-71
箕浦裕見子（2012）　「課題を抱えた児童生徒に対する包括的支援に関する研究―関係者の連携・協
働問題を中心として―」滋賀大学大学院教育学研究科論文集　第 15号，29-41
文部科学省初等中等教育局児童生徒課　「平成 28年度　児童生徒の問題行動・不登校生徒指導上の
諸課題に関する調査（確定値）について」，2018年 2月 23日
米村美奈（2011）　「スクールソーシャルワーカーの実態と今後の課題―東京都三鷹市における調査
から見えてきたもの―」国際経営・文化研究　Vol. 16　No. 1
渡邊隆文（2015）　「学校現場におけるスクールソーシャルワーカー活用事業の導入期にみる困難性
―学校支援者とのパートナーシップに焦点を当てて―」健康科学大学紀要　第 11号，59-72
